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東濤会だより
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山形東濤会囲碁愛好会が他流試合
【山口登君ら東京のＡＩ研究会を迎えて対局】

[image: image3.bmp]山形東濤会囲碁愛好会とＡＩ研究会の親善交流囲碁大会が昨年１１月３日、山形市滑川の碁会所「帰去来館」で開かれた。ＡＩ研究会はアドバンティストと石川島播磨重工業の頭文字を取った囲碁愛好会。会員が現役時代に勤務していた企業という。ＡＩ研究会には東濤会会員で首都圏在住の山口登君、山水一郎君、縄野光邑君らが所属し、毎月１回東京八重洲の碁会所で打ち合っているという。
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このたび来形したＡＩ研究会のメンバーは山口、山水、縄野の３君を含めて９人。山形東濤会囲碁愛好会からは１３人が参加した。昼食に手打ちそばの出前、帰去来館・山崎館長手作りの燻製肉やナス漬けをつまみながらビール、地酒を楽しみ、盤上の真剣勝負とは別に会場は終始なごやかムード。結果はほぼ互角の戦いだった。
【高尾本因坊の父君も同行】
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ＡＩ研究会のメンバーについ先日まで名人位のタイトルも持っていた高尾紳路本因坊の父君も入っておられ、対局終了後、講評等をいただいた。
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ＡＩ研究会の皆さんは１１月１日から２泊３日の観光を兼ねた囲碁を楽しむ旅行で、蔵王温泉の「つるやホテル」に２泊。初日は山寺観光、２日目はロープウエイで蔵王・地蔵岳の紅葉狩りを楽しむなど、中味の濃い旅行になったようだ。山形東濤会の手厚い配慮にも感激され、いずれまたお手合わせしたいとの言葉を多数頂戴するなど、大満足の交流会となった。（鈴木正朗記）
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ねんりんピック・サッカー大会に出場して・近藤元一
平成19年度もねんりんピック・サッカー大会に出場することが出来た。毎年「今年も出るぞ」と自分に言い聞かせ、正月から軽い運動を始めるのが習慣になっている。
　私は高校でサッカーを始めてから現在までサッカーを続けている。おかげで腰痛は別だが足腰はきちんと機能している。町をいくときにいつも駆け足になってしまい奇異な目で見られて、しまったと思うことが何回もある。

今年（２００７年）のねんりんピックは茨城県ひたちなか市で開催された。山形県サッカーチームは２２名で構成されている。東高関係では先輩として齋藤宏山銀役員、峰田武興元済生館館長、金村勲元山形モンテディオゼネラルマネージャー等がおり、和気あいあいの雰囲気の中でサッカーをしている。

60歳以上になると必ず緑の芝のグラウンドでサッカーをさせてくれるのが大きな喜びである。考えてみればゴルフ場の緑の芝の上を縦横無尽にスパイクで踏みにじることと同じ事をしているのであるから贅沢なものである。　

毎年全国大会で各地のサッカーマン達と交流をしていると感じることがある。それは都会の人間達ほど上手に遊ぶということである。これは余裕があるから出来ることと思うが、また都会ほど施設が充実しているということがある。

残念ながら我が山形市は県庁所在地でありながら一般市民がいつでも自由に使える芝のグラウンドを持っていない。よく芝のグラウンドはあるじゃないか言われるが、あれは県やモンテディオ所有の施設である。自由に使える山形市単独所有のグラウンドは無い。仙台市は数多くの芝のグラウンドがあり、そこで60歳以上のサッカーマンが練習をするのだが一回に60人前後集まると聞き、層の厚さに驚いてしまう。私たちにも芝のグラウンドがあれば多くの人間が集まるのにと残念に思っている。

さて全国大会に行っていつも驚く事がある。それは老サッカーマン達の若いことである。この大会では60歳台は“はな垂れ小僧”扱いである。70歳以上でようやく存在が認められることになる。

ただこの70歳が問題である。70歳でもグラウンドをビンビンと走り回れることが求められるのである。この人たちを見ていつも俺たちはこの年になったらこんなに走れるのだろうかと疑問を持つ。大会の第一日目には必ず交流会がありそこで参加者中の高齢者を表彰するしきたりがある。ほとんど80歳以上が対象となるがこれら女性も交えた８０歳，９０歳の方達がスタスタと客席から中央の階段ステップを走って上っていくのには驚かされる。壇上に並んで受賞するのだが表彰する側の県庁の役人達の方が年寄りめいて見えるのにはいつも失笑が漏れる。

このような大先輩たちの光景に毎年出会うことにより生きる力が湧いてくるのを感じる。地方でショボショボと固まってはいられないぞ、どんどんサッカーしてますます元気にならなくちゃといつも思う。添付の写真はその出場証明の写真である。中央のプラカードの向かって右側が私である。「ああ！今年もねんりんピックでサッカー出来た」と改めて喜びと感謝の気持ちで一杯である。繰り返します。60歳台は“はな垂れ小僧”です！。皆さんますます頑張っていきましょう。

“優雅な染付け、華麗な赤絵”に挑む
【磁器工房と窯場を新設・細谷俊郎君（河北町谷地）】
河北町谷地の細谷俊郎君が職場の第一線を退き、新たなライフスタイルとして取り組んでいるのが有田焼などで代表される「磁器焼成」だ。自宅敷地内にガス窯、電気窯を備えた工房を新設したうえ、素地となる白磁鉱石を有田から取り寄せるほか、染付けや絵付けの顔料、筆を含め必要なものはすべて産地から直接、求めるなど熱の入れ方が並ではない。

焼き物の世界では「優雅な染付け、華麗な赤絵」という言葉をよく耳にする。呉須と呼ばれるブルー系単色の絵付け（染付け）や、赤を主体に多彩な絵付け（赤絵）を施した有田焼の秀作を賞賛する言葉らしい。細谷君もその“有田”を目指しているのだろうか。工房の棚やテーブルに色鮮やかな赤絵の香炉や、呉須の魅力をたっぷりと引き出した染付け皿や鉢、つぼ、茶碗、ぐい呑み、一輪挿し、水差しなどがずらりと並んでいる。本格的に取り組んでから３年半とはいえ、作品はもう玄人はだし。水差しや一輪挿、つぼなどの曲線美は“堅物”の細谷君が作ったものとは思えないような艶かしささえ感じられる。　　
「特に絵心があったわけではない」といいながら、染付け、絵付けでは大胆に筆を走らせる。ふた物の細工も堂に入ったもの。長年、半導体をはじめ先端技術の最前線で指揮を執ってきたエンジニアだけに、緻密に計算された技法でぴたりと合わせてしまう。
その手法、技術は誰に師事することもなく、すべて独学。焼き物の歴史をはじめ事典、全集、図録など陶磁器や美術に関するさまざまな出版物を買い求め、知識を深めていった。参考にしたという文献が書棚いっぱいに並んでいる。
ガス窯の近くに色鮮やかな香炉が何点か無造作に置いてあった。「これはすべて失敗作。納得できる赤が出ていない」という。赤は色絵の基調。しかし、気に入った赤色を出すのは難しいらしい。

「染付けの作品を焼き上げる窯の温度は約１２５０度。赤絵の焼成温度は７８０度～８００度。赤は僅かな温度差にも反応し、思い通りの色がなかなか出ない」そうで、満足できる赤色が出るまで試行錯誤を繰り返す。

尾花沢市の銀山温泉近くで江戸時代の「上の畑焼」を復興、継承している伊藤瓢堂さんを長年、支援してきた。その伊藤さんから「焼き物を始めるなら、ロクロ技術を習得できる年齢を考えた方がいい」といわれ、職場を早めにリタイヤして取り組んだという。

完成した作品は自宅や工房に飾ってあるが、友人や知人にくれてやることが多い。最近は結婚式をはじめ、さまざまな祝い事の記念に額装した陶板の作品が喜ばれるという。

細谷君の自宅は河北町役場の近く。ひな市通りに面し、雛人形の公開展示で知られる細谷巌家に隣接している。細谷巌家はかつて庄屋を務めた旧家。俊郎君の家はその細谷家の流れをくむ。

新設した工房は木造平屋建て約１７坪の純日本風。施工は中学時代から友人の宮大工に頼んだ。大工さんには二、三の条件を示しただけ。「ほとんどまかせっきりだったが、天井や床板、欄間から書棚の扉にいたるまで材料を徹底的に吟味し、気に入った部材が届くまで工事を中断するなど、妥協のないこだわりで納得できるものに仕上げてくれた」　という。床を一段低くし、膝から下を中に入れて座る“掘り炬燵風”の囲炉裏には五徳や灰ならしも配してある。工房というより離れの座敷か書斎といった感じ。見学に訪れた鈴木正朗君と三井幸太郎君も細谷君の説明を聞きながら、この工房から誕生する秀作に大きな期待を寄せていた。（小笠原英雄記）
山間の茅葺き別邸で週末ライフ
【囲炉裏を囲む壷中之天・加藤洋一君（山形市上町）】
中国の昔話。後漢のころ、店先にツボを置いて商売をしている薬売りの老人がいた。その老人が商売を終えると、置いてあるツボの中に入っていくのを一人の役人が見ていた。不思議に思ったその役人は、老人に頼んで一緒にツボの中に入れてもらった。ツボの中には立派な建物があり、うまい酒やご馳走が並んでいた。その美酒、嘉肴を老人と共に飲んで食べ、別世界の楽しみを味わって出てきたという。
「一壷天」とか「壷中之天」「壷中の天地」といった言葉の由来になっている故事。山形市上町３丁目に住む加藤洋一君は、この「壷中之天」を緑豊かな山間地の古民家に求めた。東根市猪野沢字岩崎に「壷天悠苑（こてんゆうえん）」と名付けた茅葺きの別邸を構え、悠然とした週末ライフを楽しんでいる。

天童市から国道４８号を仙台方面に向い、途中、高崎交差点の手前から右折すると猪野沢地区になる。東根市の南東部。面白山山麓から流れる猪野沢川沿いに集落が点在する。岩崎は最も奥の集落。その一角に加藤君の別邸「壷天悠苑」がある。

１９９９（平成１１）年に１９２６（昭和元）年建築という民家を購入し、週末を過ごせるように改装した。木造平屋建ての茅葺き、白壁。約１４０㎡の広さ。玄関を入るとゆったりとした土間から囲炉裏を切った居間、さらに８畳の座敷がふた間続きで並ぶ。ほかに台所、風呂場、トイレなどを備え、囲炉裏の自在かぎとか弁慶、柱時計など古い民家を引き立てる調度品は加藤君が蒐集した。山間部でも珍しくなった茅葺き屋根。毎年、一面ずつ葺き替えているが、県内では必要な茅を調達できず、宮城県の北上川沿いから取り寄せている。

「村山市五十沢に父の実家がある。茅葺き屋根で囲炉裏や土間が残っていた。子供のころからその家が好きでよく泊まりに行った。当時の原体験から古い民家に惹かれ、何年か探し回って手に入れた」という。

以来、毎週金曜日の夜、山形市の自宅から夫婦で通い、日曜日の夕方に戻る生活が続いた。当初は自分たちでできる家屋の修理修繕や生垣の植栽、庭の石組みにも精を出した。来るたびに掃除や草取り、庭木の手入れは今でも欠かせない。長年、家庭菜園を手掛け、土に親しんでいるだけに、庭には季節の花を咲かせ、快適な環境を保っている。

「確かに自分の手足を使い、汗を流さなければならない。だが、緑豊かな自然の中で肉体的にハードな面は精神的な安らぎにもなる。それが壷中之天の一つだろう」と語る。

週末の田舎暮らしは夫婦の知人、友人たちとの交流の場にもなる。知人の陶芸家を招いた作陶会や親しい仲間たちとの暑気払い、踊りの師匠である夫人が主催する舞踊会、そして茶会、浴衣会など多彩なイベントが開かれる。訪れる人たちに好評なのが「流しそうめん」だ。「うまい」と定評のある簡易水道の水とそうめんを手製の竹樋に流して食べてもらう。関山街道と呼ばれる国道４８号から右へ分岐して約４キロ。あふれる緑、澄んだ空気が都市部ではけっして味わえない“薬味”となる。まさに「壷中之天」。リクエストが絶えないという。

東濤会では２年前の２００５（平成１７）年夏、囲碁愛好会（園部稔会長）が発会記念の例会を開いた。流しそうめんを食べにきた人もいる。加藤君が毎週、書きとめている「猪野沢覚」によると、これまで訪れた東濤会員は３０人以上とか。大学ノートに記した猪野沢覚も１６冊になった。「壷天悠苑」は加藤夫妻だけでなく、東濤会の会員を含め親しい人たちをも「壷中之天」に誘っているようだ。（小笠原英雄記）
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明けましておめでとうございます。会員の皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。東濤会だより第３号は新しい年の幕開けにお届けすることができました。


内容はスペシャルオリンピックス（ＳＯ）支援のチャリティ・コンサート紹介とボランティア募集の案内、山形東濤会囲碁愛好会とＡＩ研究会の親善交流囲碁大会、昨秋の「ねんりんピック」サッカー競技に出場した近藤元一君のレポートなど。


さらに会員諸氏の話題を紹介するコーナーをスタートさせました。題して「おじゃまします」。今回は工房と窯場を新設して焼物に挑む細谷俊郎君（河北町谷地）と、東根市の山間地に茅葺きの別邸を持つ加藤洋一君（山形市上町）を訪ねました。


次号からも継続して掲載します。自薦、他薦を問いません。話題の提供をお待ちしています。県外からの投稿や紹介も大歓迎です。編集事務局の鈴木正朗君（０２３－６０８－７１９２、携帯０９０－１３７４－２４４９）へご一報ください。（小笠原英雄記）








呉須や色絵などの磁器焼成に取り組む細谷君








友人の宮大工が丹精を込めて仕上げたという工房の外観











加藤君の別邸「壷天悠苑」





流しそうめんに舌鼓をうつ東濤会の面々
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囲炉裏で寛ぐ加藤君夫妻








対局前に記念撮影





盤上の読み合い。真剣だ





【東濤会だより編集スタッフ】
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「スペシャルオリンピックス」に協力を


【ボランティア活動に延べ３０人を派遣予定】


東濤会だより第１号でも紹介したように、知的発達障害者のスポーツ大会が３月７日（金）から９日（日）まで、蔵王温泉スキー場やウェルサンピア山形屋内スケート場、山形市総合スポーツセンターで開かれる。大会の正式名称は「第４回スペシャルオリンピックス日本冬季ナショナルゲーム・山形」。スキー、スノーボード、スケート、フロアホッケーなどの競技が行われる。全国各地から約１，０００人の選手団が参加し、大会運営には延べ３，０００人のボランティアが動員される。


東濤会会員の小川徳男君（村山市出身・弓道部）が統括するトヨタ輸送株式会社（愛知県豊田市）は有力な支援企業の一つ。小川君の地元仲間として山形東濤会はボランティア活動やＳＯ支援コンサートのチケット購入などで協力することになった。


既に会員諸氏へ協力要請が郵送されているように、ボランティア活動は山形東濤会として３日間で延べ３０人の動員を大会事務局に登録している。活動の内容は今後の打ち合わせで具体化してくる。山形市内から蔵王温泉スキー場までボランティア送迎のバスも運行される。東濤会事務局は登録人数の確保に向け一層の協力を呼び掛けている。





【支援コンサートのチケットは１００枚】


ＳＯ支援コンサートは「コバケン（小林研一郎）とその仲間たちオーケストラｉｎ山形」と題し２月１７日（日）午後２時から山形県県民会館大ホールで開かれる。出演するのは指揮者の小林研一郎さん、ＳＯ支援に賛同する演奏家が設立したオーケストラ、ソプラノの池田理代子さん、ヴァイオリンの潮崎明日香さんたち。それに山形中央高吹奏学部。シベリウスの交響詩「フィンランディア」やプッチーニの歌劇「トゥーランドット」から「誰も寝てはならぬ」、イギリス民謡のダニーボーイなどが演奏される。入場料は一般３，０００円、学生１，０００円で全席自由。収益金はＳＯ山形大会に寄贈される。


リーダーのコバケンさんはハンガリー国立フィルハーモニーや名古屋フィルハーモニー交響楽団の桂冠指揮者。いち早くＳＯの趣旨に賛同し、小川君とも親交が深い。山形東濤会はＳＯ事務局からの依頼を受けチケット１００枚を販売する。これまで６０枚が予約済み。残り４０枚の販売協力をお願いしている。申し込み・問い合わせは東濤会事務局（０２３－６２５－０５９２）か鈴木正朗君（前述）へ。（小笠原英雄記）








盤上の読み合い。表情が引き締まる





終盤の詰め。一手が慎重になる





和やかななかにも漂う緊張感





おじゃまします（会員歴訪）
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